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大阪府道頓堀川におけるニホンウナギの標本に基づく初記録および耳石分析

山本義彦 1・山口翔吾 1・亀井哲夫 2・城内智行 3・團　航 4・尾嵜　豪 5

In November 2022, 11 individuals (273–611 mm total length) 
of Japanese eel Anguilla japonica Temminck and Schlegel, 1847 
were captured from the Dotonbori River, Osaka, Japan, and three 
of them were deposited as preserved specimens. They represent 
the first specimen-based records of the species from the river. 
Otolith analysis suggested that they were natural recruitment in-
dividuals, 2–7 years old.
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 Abstract

ニ ホ ン ウ ナ ギ Anguilla japonica Temminck and Schlegel, 

1847 は、北海道の太平洋側から海南島にかけて分布する降

河回遊魚である．産卵はマリアナ諸島西方海域でなされ，

孵化したレプトセファルスは海流により運ばれて，シラス

ウナギに変態して河口域に接岸する．主に河川や湖沼，沿

岸域を成育の場とし，数年から十数年かけて成熟した銀ウ

ナギとなったのちに産卵場へ回遊して産卵する（波戸岡，

2013；黒木，2018）．生息環境の悪化や，養殖種苗のために

シラスウナギが乱獲されるなどして個体数が減少し，環境

省レッドリスト（環境省，2020）で絶滅危惧 1B 類、大阪府レッ

ドリスト（大阪生物多様性ネットワーク，2014）で絶滅危

惧 II 類に掲載されている． 

2022 年 11 月，大阪市中央区を流れる道頓堀川において

ニホンウナギの捕獲調査を実施したところ，11 個体が採集

された（そのうち 3 個体は学術標本として保存）．本河川で

は以前からニホンウナギの分布が示唆されていたものの，

標本に基づく確かな記録はなかった．今回得られた標本は

道頓堀川におけるニホンウナギの標本に基づく初記録とな

るため，捕獲調査の詳細と共に報告する．また，得られた

ニホンウナギのうち 5 個体の耳石を分析したところ，年齢，

成長率および回遊履歴に関する知見が得られたため合わせ

て報告する．

材料と方法
捕獲調査　調査地点や漁具の形状の詳細および漁具に

用いた餌は河川管理上の懸念から公開しない．漁具の設置

および捕獲は，大阪市建設局の許可，ならびに大阪府水産

課の特別採捕許可を受けたうえで実施した．捕獲に用い

た延縄は，幹縄 30 m に針 10 本を付けて 1 セットとし，3

セットを 2022 年 11 月 11 日に日没後から約 3 時間仕掛け

た後に回収した．併せて複数の形状かつ複数の餌を入れた

もんどり 14 個を一晩設置して回収した．捕獲したニホン

ウナギについて，持ち帰り，全長と体重を計測した．ニホ

ンウナギの同定は，波戸岡（2013）に従った．また，産卵

のために降海しようとする下りウナギ，いわゆる “ 銀ウナ

ギ ” と，これらの特徴を持たない “ 黄ウナギ ” の区別は，

Okamura et al. (2017) の方法により，個体の胸鰭基部の金

属色の呈色および胸鰭先端のメラニン化の有無より判定し

た．本報告に用いた試料のうち 3 個体は，標本として大阪

市立自然史博物館（OMNH-P）に保管されている（個体 A: 

OMNH-P 49897，B: OMNH-P 49898，C: OMNH-P 49899）．

年齢査定　捕獲したニホンウナギのうち無作為に抽出

した 5 個体（個体 A–E; Fig. 1）を解剖し，右側の耳石（扁

平石）から年齢査定を行った．供試した 5 個体は捕獲後解

剖まで飼育あるいは冷凍した．取り出した耳石は，長軸と

短軸の長さを計測した後，短軸方向に耳石核を残すように

マイクロカッターにより切断し，両面を 0.1 から 0.3 mm

の厚みになるよう研磨した．これを超精密仕上げ用研磨

フィルムとダイヤモンドペーストを用いて研磨面を鏡面仕

上げとして，光学顕微鏡下（60 倍）で輪紋を計数し，耳

石核から各輪紋までの距離を測定した（Fig. 2）．
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確認できた輪紋のうち，シラスウナギが接岸した際に

耳石に形成されるエルバーマークの次の輪紋を 1 歳とし，

輪紋数から年齢を査定した（Tsukamoto and Arai, 2001）．

また，年齢査定した個体は，Yokouchi et al. (2014) に従い，

式（1）により成長率を算出した．

式（1）：成長率（mm year-1）＝［ニホンウナギの全長（mm） 

– 60*］／推定された年齢

* シラスウナギの平均的な接岸サイズ 60（mm）

回遊履歴推定　年齢査定に供した耳石の研磨面に金

蒸 着 を 施 し， 電 子 線 マ イ ク ロ ア ナ ラ イ ザ ー（EPMA，

JXA8200 型，日本電子社）を用いて，耳石核から周縁部

までのストロンチウム（Sr）/ カルシウム（Ca）比を測

定した．分析条件は，1 ポイント当たりの分析時間 10.0

秒，ビーム間隔 5 μm，ビーム径 5 μm，加速電圧 15 kV，

照射電流値 5.0 × 108 A とし，標準試料として Sr は SrTiO3 

99.99% No.O25（JEOL社），CaはCaSiO3 99.29% No.M8（JEOL

社）を使用した．得られた Sr/Ca 比の値のうち，耳石核か

ら 150 µm までの値はシラスウナギ接岸に至るまでのもの

として解析から除外したうえで，Sr/Ca 比の平均値が 6.0 × 

10-3 以上の場合は海域を中心に生活している「海ウナギ」，

6.0 × 10-3 から 2.5 × 10-3 までの場合は海水の影響を受ける

河口域などで過ごしている「河口ウナギ」，2.5 × 10-3 以下

の場合は海水の影響を受けない淡水域（河川等）に遡上し

て生活している「川ウナギ」と判定した（Tsukamoto and 

Arai, 2001）．

結　　果
捕獲調査　ニホンウナギは延縄で 10 個体，もんどりで

1 個体の合計 11 個体を捕獲した．このうち 10 個体を試料

とし全長と体重を計測したところ，全長は 273–611 mm，

Fig. 1. Anguilla japonica collected from the Dotonbori River, 
Osaka, Japan. Upper, immediately after collection; lower, be-
fore dissection. Scale bars indicate 100 mm.

Fig. 2. Otolith of Anguilla japonica (individual “A”). Scale bar 
indicates 200 µm. Red dots indicate the positions of the ring 
marks.

Individual Total length
(mm)

Body weight
(g)

Otolith size Estimated age
(years)

Growth rate
(mm year-1)Long axis (µm) Short axis (µm)

A 512 137.9 2,831 1,786 6 75.3
B 512 147.4 2,374 1,616 5 90.4
C 535 210.4 2,750 1,641 7 67.9
D 572 259.3 2,544 1,765 5 102.4
E 273 24.2 1,700 1,036 2 106.5
F 418 106.1 — — — —
G 520 181.4 — — — —
H 535 211.3 — — — —
I 611 292.0 — — — —
J 608 334.6 — — — —

Table 1. Total length, body weight, otolith size, estimated age and growth rate of Anguilla japonica collected from the Dotonbori Riv-
er, Osaka, Japan.
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体重は 24.2–334.6 g であった（Table 1）．捕獲した全個体

は，いずれも胸鰭の黒化や付け根の金属色といった銀ウナ

ギの特徴が見られなかったことから，全て黄ウナギと判定

した（Fig. 1）．なお，今回の捕獲調査で他に捕獲されたの

は，延縄ではブルーギル Lepomis macrochirus macrochirus 

Rafinesque, 1819 が 1 個体，もんどりではブルーギルが 1

個体とモクズガニ Eriocheir japonica (De Haan, 1835) が 2 個

体捕獲された．

耳石による年齢査定と成長率　年齢査定を行った 5 個

体では，シラスウナギ接岸の際に生じるエルバ ― マーク

を除く耳石の輪紋数は 2–7 の範囲であった．いずれも耳石

長軸に比例した輪紋数であることから，数値を推定年齢と

して採用した（Table 1）．全長 273 mm で最小の個体 E は

2 歳，全長が 512–572 mm の個体 A，B，C，D は 5–7 歳であっ

た．5個体のウナギの成長率は，75.3–106.5 mm year-1 であり，

平均値（±SD）は 88.5（±16.7） mm year-1 であった．

耳石による回遊履歴推定　耳石核から 150 µm までの数

値を除いた Sr/Ca 比の平均値は，個体 A が 4.6 × 10-3，個体

B が 4.5 × 10-3，個体 C が 5.1 × 10-3，個体 D が 5.8 × 10-3，

E が 6.6 × 10-3 であり，Tsukamoto and Arai (2001) に従って

個体 A，B，C，D を河口ウナギ，個体 E を海ウナギと判

定した．すなわち， 個体 A，B，C，D はシラスウナギが大

阪湾まで回遊して接岸した後，河川に進入してからは海水

の影響を受ける水域（感潮河川など）で過ごしていた個体，

個体 E は 1 歳から 2 歳頃にかけて A，B，C，D に比べて

海水の影響をより強くうける水域で過ごした後に，感潮河

川へ進入した個体と推定した（Fig. 3）．

考　　察
大阪の都市域を流れ，全国的にも知名度がある道頓堀

川は，大阪市中央区を東西に流れる 2.7 km の堀川で，江

戸時代初期に上流の東横堀川と下流の木津川をつなぐため

に開削された，淀川水系に属する河川である（大阪市建設

局，2022a）．東横堀川の上流端と道頓堀川の下流端にはそ

れぞれ東横堀川水門と道頓堀川水門が設置されている（大

阪市建設局，2022b）．高度経済成長期には生物化学的酸

素要求量（BOD）が約 20–30 mg L-1 を推移するなど汚濁し

た川であったが（福永，1993），周辺下水道の整備や水門

操作などにより水質改善が図られ，令和 2 年度には BOD

が 3 mg L-1 を下回るまでに改善している（大阪市環境局 

2022a）．道頓堀川の魚類については，大阪市が平成 3 年度

から 5 年に 1 回の頻度で実施している「大阪市内河川魚類

生息状況調査」で調べられている．この調査では，これま

でに 20 種が確認されているが（大阪市環境局，2022b），

環境 DNA 調査（山本，未発表）では検出されるニホンウ

ナギが捕獲されていない．

これまでに道頓堀川でのニホンウナギの生息情報は，

昭和初期に捕獲したという伝聞や近年の目撃談，「釣れて

いたらしい」といった情報のみで，本報告が標本に基づく

ニホンウナギの道頓堀川における初記録である．大阪市が

継続して調査を行ってきたにも関わらず，これまで記録が

なかった要因として，魚類調査手法が一因であると考えら

れる．大阪市の調査では，日中に船から投網を用いて実施

Fig.3. Changes in otolith Sr/Ca ratios in five individuals (A–
E) of Anguilla japonica. Arrows indicate the position of ring 
marks. Shadings indicate the range of “estuarine eel”.
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している．この手法による調査は，広く魚類相を把握する

という目的で行われており，垂直護岸に囲まれ水深が 3.5 

m 程度で流れも緩やかである道頓堀川の特徴を踏まえると

目的に即した手法であると考えられる．金澤ほか（1994）

は荒川水系の支川で魚類相の確認を目的とした調査を投網

など 9 種の漁具を用いて行ったところ，投網が最も捕獲魚

種数が多かった一方，ニホンウナギは一晩設置した置き針

とウナギうけ，定置網でのみ捕獲されたと報告している．

二ホンウナギは日中，岩の隙間や砂泥の中などに潜み，夜

間に摂餌している（黒木，2018）．河川水辺の国勢調査マニュ

アル（国土交通省水管理・国土保全局河川環境課，2016）

においても，ニホンウナギの調査方法として定置網，どう，

延縄などが示されており，本研究では，ニホンウナギの捕

獲に特化した漁具や時間帯を採用することで捕獲に至った

と考えられる．

年齢査定を行った道頓堀川の二ホンウナギの年齢は 2

歳から 7 歳と推定され，成長率は平均値で 88.5 mm year-1

であった．Yokouchi et al. (2014) によると，全国の河川 4,550

個体のウナギの成長率の平均値は雌；96.7 mm year-1，雄；

120.5 mm year-1 であり，今回の調査結果は，個体ごとでは

2 個体の成長率が 100 mm year-1 を超えていたものの，5 個

体の平均値は全国平均を下回っていた．成長率が低かった

理由の一つとして餌資源が少ないことに起因している可能

性がある．ニホンウナギは小魚やエビなどを食べる肉食性

であるが（黒木，2018），現在の道頓堀川を見ると，両岸

をコンクリートで護岸され，餌となる小型の動物の生息環

境が多くあるとは言い難い．一方で，Oto et al. (2023) は，

人為的に改変された汽水域に石倉カゴを設置することで，

ニホンウナギのみならず餌となりうる生物の生息にも有効

であることを示唆している．橋脚間や遊歩道の下といった，

船舶の航行や河川管理上の問題が少ないと考えられる場所

に石積護岸や石倉カゴを設置するなどして，ニホンウナギ

や他の生物がより生息しやすい環境を創出することも可能

かもしれない．

次に，道頓堀川のニホンウナギの由来を考えてみる．

大阪府にはニホンウナギを対象とする第 5 種共同漁業権は

設定されておらず，道頓堀川を含めて府内河川への増殖義

務に伴う放流記録はない．さらに，今回分析した 5 個体

の耳石の Sr/Ca 比は，川ウナギとされる数値（平均値 2.5 

× 10-3 以下）を下回らず，道頓堀川の上流域にあたる寝屋

川・第二寝屋川などの淡水域や，海水の影響を遮断する淀

川大堰や毛馬水門より上流の淀川で過ごしてから流下した

個体ではないことが推察される．道頓堀川は本来，感潮河

川であり海水が流入する汽水域である．道頓堀川水門の外

側の底層では満潮時に最高 30 psu ほどの塩分濃度があり，

船舶の通過による水門操作があれば海水が進入して底層を

薄く覆う（入江・西田，2007；入江ほか，2008；中谷ほ

か，2019）．このことを本研究で回遊履歴を分析した 5 個

体に当てはめると，分析個体の Sr/Ca 比の値が大きく変動

するのは，道頓堀川への海水の流入や，短距離の移動でも

大きく異なる塩分濃度環境によるものと考えられる．河口

ウナギと判定した個体 A，B，C，D は，シラスウナギと

して接岸後に道頓堀川など塩分濃度の低い感潮河川に生息

していたと推定される．また，海ウナギと判定した E の

1 個体は，1–2 歳の Sr/Ca がおおむね 6.0 × 10-3 より高い範

囲で推移し，その後 6.0 × 10-3 前後に低下していることか

ら，道頓堀川水門よりも下流のより高い塩分濃度になる水

域に生息したのち，道頓堀川など塩分濃度の低い感潮河川

に生息していたと推定される．これらのことから，分析

した 5 個体のニホンウナギは，大阪湾から遡上して道頓堀

川や周辺の感潮河川に留まって生息していた天然加入個体

であると判断する．大阪市による魚類調査（大阪市環境

局，2022b） では， ボ ラ Mugil cephalus cephalus Linnaeus，

1758 や ス ズ キ Lateolabrax japonicus (Cuvier, 1828)， マ ハ

ゼ Acanthogobius flavimanus (Temminck and Schlegel，1845)，

ア ユ Plecoglossus altivelis altivelis (Temminck and Schlegel，

1846) など海域由来とみられる魚種が捕獲されており，今

回捕獲したニホンウナギやモクズガニを含む魚類や水生生

物が，水門を通って道頓堀川へ進入が可能であることが示

唆される．一方で，魚類や水生生物が道頓堀川から海へと

降海しているか否かや，上流との往来については不明であ

り，道頓堀川が海と淡水域をつなぐ回遊ルートとして機能

しているかどうかについては，今後の詳細な調査が必要で

あろう．

ニホンウナギは絶滅危惧種でありながら身近な食材と

しての認知度も高く，淡水生態系の生物多様性保全のシン

ボル種としての価値が高い．また餌となる生物を含めた生

態系の健全さをはかる指標種であり，本種を保全すること

で他の生物も保全できるアンブレラ種かつ保全に多くの主

体の参画を促進する効果が期待できるフラッグシップ種で

ある（Itakura et al., 2020）．今回の道頓堀川でのニホンウナ

ギ確認のニュースは，新聞やテレビで取り上げられるなど

大きな反響があった（例えば産経新聞，2023）．生物に配

慮した多自然型の川づくりは，施工や管理に従来よりもコ

スト・労力を要する場合があるものの，今回の社会的反響

の大きさや報道の好反応を踏まえれば河川管理者や企業等

も前向きに検討するのではなかろうか．そういった理由か

らも，大阪のような大都市で道頓堀川のように知名度の高

い河川においてニホンウナギをシンボルとした定期調査を

実施し，保全活動を進め，それらを情報発信していくこと

は，生物多様性保全の取り組みを先導する大きな意味を持

つと考える．
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